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ｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜｰｸにおける移動体の位置を考慮した
複製配布方式
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ｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜ-ｸ上で､記憶容量が制限された移動体間での効率的なﾃﾞ-ﾀ複製配置方法を提案する｡近

年､ GPSなどの位置情報ｻ-ﾋﾞｽがｶ-ﾅﾋﾞｹﾞ-ｼｮﾝ等で-般的に利用され､携帯端末に搭載されているもの

もある｡またBluetooth等の近距離無線伝送方式に関する研究が行われ､携帯端末間でｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜ-ｸ

を構成する環境が整いつつある｡無線ｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜ-ｸでは､相互に通信できていた端末同士が移動など

により通信できなくなったり新しい端末と通信可能になるなどの状況が発生する｡このため､ある-部の端末が

ﾈｯﾄﾜ-ｸから離脱しただけで､その端末が保持していた情報がﾈｯﾄﾜ-ｸ内の他の端末からｱｸｾｽ不能

となる場合がある｡このような場合複数の端末で複製を保持することにより各端末からｱｸｾｽ可能なﾃﾞ-ﾀ量

に与える影響を少なくすることが可能になる｡本研究では､端末の位置を考慮して複製の配置を決定する方式を

捷案し､ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝにより評価する｡

A replica distribution method

with consideration of the position of terminals in ad-hoc networks
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An e凪cient data replica arrangement method between terminals with the restricted storage on ad-hoc net-

works is proposed. In recent years, position information services like GPS are widely used. Moreover, ad-hook

networks are becomlng realistic by research of short-distance radio transmission system. In radio ad-hoc net-

works, tbe terminals which are able to communicate mutually become unable to communicate by the movement･

For this reason, they may become impossible to access the data held by other terminals in tbe network, when

a terminalof a certain part leaves from the network. It can be made not to affect the data accessibility by

holding the replica of the data at two or more terminals in the network. In this paper we propose a method to

determine tbe arrangement of replicas in the consideration of the position of terminals.

1はじめに

近年携帯端末が普及している｡無線LAN､ Bluetootb

【1ﾄHomeRF 【2】のような近距離無線ﾈｯﾄﾜ-ｸの
開発が進み､無線ｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜ-ｸ環境が整い

つつある｡また､ GPS等の位置情報ｻ-ﾋﾞｽがｶ-ﾅ

ﾋﾞｹﾞ-ｼｮﾝなどで-般的に利用されるようになって

きているo無線ｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜ-ｸとは､複数の

端末が基地局を介さずに端末同士で直接または他の端

末の中継により通信を行うﾈｯﾄﾜ-ｸである｡無線

ｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜ-ｸでは､特定の基地局を介さず

に通信を行えるので､ﾈｯﾄﾜ-ｸが構成されていな

い場合でも-時的にﾈｯﾄﾜ-ｸを構成することがで

きる｡

しかしながら無線ｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜ-ｸでは､無

線によって相互に通信できていた端末同士が移動など

により通信できなくなったり新しい端末と通信可能に

なるなどの状況が発生する｡ﾈｯﾄﾜ-ｸのﾄﾎﾟﾛｼﾞ

によっては-部の端末がﾈｯﾄﾜ-ｸから離脱しただ

けで､その端末が保持していた情報がﾈｯﾄﾜ-ｸ内

の他の端末からｱｸｾｽ不能となる場合がある｡

このような事態の対策として複数の端末で情報の複

製を保持する方法がある｡ﾃﾞ-ﾀ-のｱｸｾｽ成功率

を高めるにはﾃﾞ-ﾀの複製を複数端末で保持すればよ

い｡しかしながら､ﾃﾞ-ﾀの欠落が完全にないように
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するには全ての端末に複製を保持させる必要があるが､

携帯端末では記憶容量の制限があるのでこの方法は実

用的でないoさらに携帯端末では記憶容量の制限以外

にﾊﾞｯﾃﾘ-の制限がある｡近距離無線を用いること

によりある程度の電力消費を抑えることができるが､

携帯端末のﾊﾞｯﾃﾘ-の制限がなくなることはない｡

そのため電力消費等を考慮する必要がある｡また特定

の地域に関わる情報は近隣の端末によってｱｸｾｽさ

れる可能性が高い場合では､位置が重要になる｡

ｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜ-ｸにおける複製配置方式の研

究として[31がある｡これは､再配置周期とｱｸｾｽ

頻度を用いて効率的な複製配置を行う方式である｡こ

の方式では移動体の位置についての考慮はされていな

い｡また､消防隊員が実際に使用することを前提とし

た研究としてFiReCos【4]がある｡これはPHSを使っ

た防災通信ｼｽﾃﾑで､ GPSを使用し消防隊員の位置

情報を把握することや位置依存ﾃﾞ-ﾀの入出力が可能

である｡ただし､ﾃﾞ-ﾀの耐障害性については検討さ
れていない｡

本研究では携帯端末の容量および位置情報を考慮し､

利用可能性が未知なものを含むすべてのﾃﾞ-ﾀのｱｸ

ｾｽ可能性を高くすることを目的としたｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯ

ﾄﾜ-ｸにおける複製配布方式を検討する｡つまり､記

憶容量が少ない場合においてもｱｸｾｽ可能性が十分

で､また､複製を配置するときのﾒｯｾ-ｼﾞが少ない

複製配布方式を目指す｡

2ｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜ-ｸにおける

複製配布

2.1想定環境

ｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜ-ｸにおいて各移動体が自由に

移動する状況で､移動体が自分自身および他の移動体

が持つﾃﾞ-ﾀに対してｱｸｾｽ要求を行いそのﾃﾞ-ﾀ

を取得する環境を想定する｡現実的な利用例として､

災害時に携帯端末を保持した救援者が復旧作業状況や

被害状況を端未に入力し､他の救援者がその情報を参

照するといった場合が考えられる｡ (図1)このような

利用例を想定し､情報が取得された位置の近くにいる

移動体がその情報にｱｸｾｽする可能性が高いことを

前提とする｡

各移動体は自身の位置情報を取得できるものとし､

複製の配布方法やﾃﾞ-ﾀｱｸｾｽ時のｷ-として､移

動体自身および目的とするﾃﾞ-ﾀの発生した位置を用

いるとする｡また各移動体は記憶容量が制限されてい

図1災害時-の応用

るものとし､ｵﾘｼﾞﾅﾙﾃﾞ-ﾀ以外に一定個数の複製

を保持できるoまた各ﾃﾞ-ﾀのｻｲｽﾞは-定とする.

2.2関連研究

ｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜ-ｸにおける複製配置に関す

る研究が行われているoここでは参考とし七簡単に

触れるo [3]ではSAF(Static Access Frequency)方

式､ DAFN(Dynamic Access Ftequency and Neigh-

borhood)方式､ DCG(Dynamic Connectivity based

Grouping)方式を提案している｡ SAF方式は移動体の

物理領域が許す限り複製を保持する方式あるo DAFN

方式はSAF方式を拡張し隣按する移動体間で複製の重

複を解消していく方式である｡ DCG方式では複製再

配置時のﾈｯﾄﾜ-ｸﾄﾎﾟﾛｼﾞにおいて2連結成分を

ｸﾞﾙ-ﾌﾟとして複製の共有を行う方式であるo

DAFN方式を行った結果は後に提案するSC方式と

類似しているのでDAFN方式について詳しく述べる｡

DAFN方式はまずSAF方式に基づいて配置する複製

を暫定的に配置する｡その後隣接移動体間で複製の重

複がある場合にそのﾃﾞ-ﾀに対するｱｸｾｽ頻度が低

い方の移動体において､配置する複製を変更する｡こ

れを再配置周期毎に行う｡

2.3 SC方式

複製配布の-方式としてSC(Stepped Copy)方式を

提案するo SC方式における複製の方針は､

●ある位置に関する情報の複製をその位置の周辺に

配置すること

｡移動体のもつ記憶領域を節約するため隣接する移
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動体できるだけ複製を保持しないようにすること

である｡具体的には複製が数ﾎｯﾌﾟおきに配置される

ようにする｡

以下SC方式におけるﾃﾞ-ﾀ複製配置手順について

説明する｡移動体がある位置でﾃﾞ-ﾀを取得すると複

製を開始する｡複製のﾌﾗｯﾃﾞｨﾝｸﾞはﾌﾞﾛ-ﾄﾞｷﾔ

ｽﾄにより行う｡このとき複製するﾃﾞ-ﾀにはﾃﾞ-ﾀ

が発生した位置情報が付加される｡

複製を受け取った移動体は複製に付加された位置情

報をもとに､複製を保持するべきか決定する｡この判

定は最終的にﾃﾞ-ﾀ発生位置から複製配布範囲(γ)内
に数ﾎｯﾌﾟおきの移動体が複製を保持するようにする｡

複製配布範囲はｵﾘｼﾞﾅﾙﾃﾞ-ﾀを取得した位置から

の距離として定められる｡ｵﾘｼﾞﾅﾙﾃﾞ-ﾀを取得し

た位置とは､例えば災害時であれば災害により被害が

起こった地点で事故であれば事故が起こった地点であ

る｡複製配布範囲γは移動体すべてに等しい場合とﾃﾞ-

ﾀ毎設定される場合がある｡

ﾌﾗｯﾃﾞｨﾝｸﾞによる複製配布時に､既に同じﾃﾞ-ﾀ

を受け取ったことがある移動体は新しい複製をｺﾋﾟ-

しない｡また､記憶容量を越えて複製を保持しようと

した場合は､移動体の現在位置から取得されたﾃﾞ-ﾀ

の位置がもっとも遠く､複製を保持している移動体が

最近最もｱｸｾｽしていないﾃﾞ-ﾀを破棄するo

具体的な処理の流れは次のようなる｡複製の付加情

報としてCc(ﾎｯﾌﾟｶｳﾝﾄ)を与える｡初期値は0で

ある｡複製が他の端末に渡されるたびにCcはｲﾝｸ

ﾘﾒﾝﾄされる｡

if(Ccmods==0&&d<r)

(複製を保持)
else

(複製通過済みﾏ-ｸをつける)

dは複製を受け取った移動体とｵﾘｼﾞﾅﾙﾃﾞ-ﾀの位

置間の距離である｡ βは何ﾎｯﾌﾟおきに複製を配置す

るか決定するﾊﾟﾗﾒ-ﾀである｡ βの値は複製配布範

囲内の複製の数の決定に影響を与える｡図2にβ=2

の時の複製配置例を示す｡

DAFN方式と異なるのは､ DAFN方式では暫定的に

複製を配置してから隣按移動体間で重複をなくすのに

対して､ SC方式では複製配布時から隣接移動体間での

重複が起こらないようにするということである｡

2.3.1ﾃﾞｰﾀｱｸｾｽの手順

移動体は自分自身の位置と目的のﾃﾞ-ﾀの位置をｷ-

としてｱｸｾｽ要求を行うものとする｡ある移動体が

ｵﾘｼﾞﾅﾙ

棲製

4添字:ﾎｯﾌﾟｶｳﾝﾄ

図2β=2のときの複製配置

∴ ()-×

図3ｱｸｾｽ要求

ある位置のﾃﾞ-ﾀを取得しようとした場合はｱｸｾｽ

要求をﾌﾗｯﾃﾞｨﾝｸﾞするoｱｸｾｽ要求のﾌﾗｯﾃﾞｨ

ﾝｸﾞは目的ﾃﾞ-ﾀ方向に行われる｡すなわちｱｸｾｽ

要求元から目的ﾃﾞ-ﾀの位置の反対方向にはﾌﾗｯﾃﾞｨ

ﾝｸﾞされない｡ﾌﾗｯﾃﾞｨﾝｸﾞはｱｸｾｽ対象の位置

における半径(複製配布範囲)rを越えるまで続けられ
る｡ﾃﾞ-ﾀが存在した場合にはその時点でﾌﾗｯﾃﾞｨ

ﾝｸﾞは停止する｡これによって､ｱｸｾｽ要求を無制

限にﾌﾗｯﾃﾞｨﾝｸﾞし続ける場合よりもﾎｯﾌﾟ数を減

少できると考えられる｡

なお以下の説明ではﾃﾞ-ﾀの更新はないものと仮定

する｡

ｱｸｾｽ要求送信ｱｸｾｽ要求を行う移動体は相互

通信可能な移動体にｱｸｾｽ要求ﾒｯｾ-ｼﾞをﾌﾞﾛ-

ﾄﾞｷﾔｽﾄする｡･ｱｸｾｽ要求ﾒｯｾ-ｼﾞを受け取っ

た移動体は自分が要求されたﾃﾞ-ﾀの複製を持たない

場合､自分の位置情報､直前の送信元位置情報､ｱｸｾ

ｽ先位置情報をもとに､ｱｸｾｽ要求を次の移動体-

ﾌﾞﾛ-ﾄﾞｷﾔｽﾄするか決定する｡すなわちｱｸｾｽ

要求を受け取った移動体は､自分の位置が直前のﾉ-

ﾄﾞの位置よりもｱｸｾｽ対象の位置との距離が近けれ
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ばﾌﾞﾛ-ﾄﾞｷｬｽﾄする｡

応答ﾃﾞｰﾀ返信ｱｸｾｽ要求があったﾃﾞ-ﾀをある

移動体が保持していた場合は応答ﾃﾞ-ﾀを返信する｡

返信する方法は次の2つの方法が考えられる｡

1.目的方向に直進する方法

基本的にｱｸｾｽ要求送信と同様の方法を用いる｡

ｱｸｾｽ要求を受け取った移動体が対象ﾃﾞ-ﾀを

保持していたとき､そのﾃﾞ-ﾀをﾌﾞﾛ-ﾄﾞｷﾔｽ

ﾄする｡これを受けとった移動体は自分Ie)位置が

よりｱｸｾｽ要求元に近ければﾌﾞﾛ-ﾄﾞｷﾔｽﾄ

する｡これを繰り返すことにより､ｱｸｾｽ要求

元にﾃﾞ-ﾀが返信される｡ただし､中継端末は転

送したﾃﾞ-ﾀのIDを保持していて-度中継した

ﾃﾞ-ﾀをそれ以上転送しない｡

2.ｱｸｾｽ要求と逆の経路をﾕﾆｷﾔｽﾄする方法

ｱｸｾｽ要求を行う場合に中継していく端末のID

を記憶しておく｡結果を返す端末は中継端末IDを

もとにﾕﾆｷﾔｽﾄして元の端末までﾃﾞ-ﾀを返

送する｡

中継ﾎｽﾄでは､ﾃﾞ-ﾀを転送したら応答ﾃﾞ-ﾀはす

ぐに破棄する｡

1は単にﾌﾗｯﾃﾞｨﾝｸﾞする場合よりもﾒｯｾ-ｼﾞを

少なくすることができ､ｱｸｾｽ要求元の位置をｷ-

とするので移動体が大幅に移動しなければ応答ﾃﾞ-ﾀ

はｱｸｾｽ要求元まで返信される可能性が高い｡ 2は

1よりもﾒｯｾ-ｼﾞを少なくすることができるが､保

存した経路に沿って応答ﾃﾞ-ﾀが返信されるので､ｱ

ｸｾｽ要求元の移動体が移動しなくても途中経路の移

動体が移動すると､応答ﾃﾞ-ﾀはｱｸｾｽ要求元まで

返信されない可能性が高くなる｡

ｱｸｾｽ要求がｱｸｾｽ先において半径γを越えた

場合､ｱｸｾｽ要求を受け取った移動体は何もしない｡

2.3.2ﾃﾞｰﾀ構造

.SC方式で具体的にどのような情報を用いるか述べ

る｡位置情報取得にGPSを使用するならば､時刻を取

得できる｡このため移動体間の時刻の同期については

考えないことにする｡

●ﾃﾞ-ﾀｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ

移動体間に渡されるﾃﾞ-ﾀｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄには次の

ような付加情報が与えられる｡
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複製に関する情報とは複製時のﾎｯﾌﾟｶﾞｳﾝﾄ､

ｱｸｾｽ時のﾎｯﾌﾟｶｳﾝﾄ､時刻､ﾃﾞ-ﾀが取

得された位置である｡ IDとは情報を取得した移

動体固有のｱﾄﾞﾚｽ､時刻､ﾃﾞ-ﾀ種別である｡

｡複製履歴

複製時には移動体に探索済みﾏ-ｸを履歴として

保持させる｡探索済みﾏ-ｸとはﾃﾞ-ﾀｵﾌﾞｼﾞｪ

ｸﾄの情報のうちのﾃﾞ-ﾀ以外の情報である｡

複製に関する情報 ID､移動体の位置

｡ｱｸｾｽ要求ﾒｯｾ-ｼﾞ

目的の位置 ﾃﾞ-ﾀ種別 要求者の情報

要求者の情報とはID､要求者の現在位置である｡

●ｱｸｾｽ返信ﾒｯｾ-ｼﾞ

返信先の位置 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ

3 SC方式の評価

3.1ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ

ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝにより提案方式の評価を行ったoた

だしｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝではﾃﾞ-ﾀｱｸｾｽ時にはﾉ-

ﾄﾞの位置に基づくｱｸｾｽ要求やﾌﾗｯﾃﾞｨﾝｸﾞの制

限を行わないで単純にﾌﾗｯﾃﾞｨﾝｸﾞするものとした｡

ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝﾓﾃﾞﾙは次のとおりである｡格子

点間隔が1である50× 50の2次元平面上に25個の

移動体が存在する｡各移動体の通信可能距離は市街地

距離で8であり､ 1単位時間内に確率1/2で格子点数

5つ分ﾗﾝﾀﾞﾑな4方向に移動する｡移動体が2次元

平面の端にいる場合は移動可能な方向に進むまで待機

する｡各移動体間が通信できる場合は両方向通信とな

るものとする｡

初期状態ではすべての移動体はﾃﾞ-ﾀｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ

および複製を保持していない｡ 1単位時間ごとにﾗﾝ

ﾀﾞﾑに選ばれた移動体の1つがｵﾘｼﾞﾅﾙﾃﾞ-ﾀを取

得する｡ｵﾘｼﾞﾅﾙﾃﾞ-ﾀの総数は625個とする｡複

製が行われたあとにｱｸｾｽが行わる｡単位時間内に

すべての移動体が存在するすべてのﾃﾞ-ﾀに対してｱ

ｸｾｽを試みるものとする｡

3.2評価指標

提案方式の性能指標評価としてｱｸｾｽ成功率と冗

長性の2つを定義する｡



･ｱｸｾｽ成功率AS(Access Success Ratio)

一･45■ =

∑'･?=1 ∑,7r=1 Wij. Si,･

Wi3･ -

n.m

l

l+dij

･冗長度Re(Redundancy)

Re = ∑㌫旦
n

(3)

(m=移動体数, n:ﾃﾞ-ﾀ数, D1.複製の数)

Si31は移動体iからのﾃﾞ-ﾀj -のｱｸｾｽが成功か失

敗かを表すﾊﾞｲﾅﾘ値であり､成功なら1､失敗なら0

である｡ dijは移動体iとﾃﾞ-ﾀjのｵﾘｼﾞﾅﾙ位置と
の間の拒離である｡ lγはｱｸｾｽ要求をした移動体の

位置とｱｸｾｽ対象のﾃﾞ-ﾀが取得された位置間の拒

離+1の逆数を表す｡つまり､ Ⅳの値はｱｸｾｽ要求

をした移動体から近いﾃﾞ-ﾀにｱｸｾｽした場合は1

に近づき､遠いﾃﾞ-ﾀに対しては0に近づく｡よって

ｱｸｾｽ要求を行った移動体の近くで取得されたﾃﾞ-

ﾀに対するｱｸｾｽが成功するほど､ｱｸｾｽ成功率

は大きな値になる｡ SC方式と次の場合とを比較した｡

｡複製を行わない場合

｡相互通信可能な移動体すべてに複製を行う場合

･複製配布範囲内の移動体すべてに複製を行う場合

3.3ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ結果

移動体の記憶容量をﾃﾞ-ﾀ1個からﾃﾞ-ﾀ100個ま

で変化させて625単位時間行うｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝを10

回試行した｡ｱｸｾｽ成功率､冗長度はすべてのﾃﾞ-

ﾀ､移動体について1単位時間ごと計算し､全ｼﾐｭ

ﾚ-ｼｮﾝ時間内で平均を求めた｡

実行した結果を図4､図5に示す｡

図4､図5より複製配布範囲範囲に関係なくすべて

複製した場合はｱｸｾｽ成功率が高いが冗長度も大き

くなっている｡この場合ひとつのﾃﾞ-ﾀに対する複製

の冗長度が大きいため､記憶容量が制限された環境で

は多数の種類のﾃﾞ-ﾀを扱えないといえる｡図4より

記憶容量が15個までは､複製配布範囲内にすべて複製

した場合と近い値をとっていることがわかる｡図5よ

りSC方式の冗長度は複製配布範囲内にすべて複製し

た場合よりも少なくなっていることがわかる｡よって
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図4複製範囲r=22のときのｱｸｾｽ成功率

4.500

4.000

3.5∝)

3,000

冗2.50O
長
度2･000

F7el.500

1 ,000

500

0

O I O 20 30 40 50 60 70 80 90 1OO

移動休の記憶容王k

図5複製範囲r=22のときの冗長度

記憶容量が少ない場合では冗長度をある程度削減した

うえで複製を全く行なわない場合よりもｱｸｾｽ効率

を向上させることができるといえる｡

4再配置を考慮したSC方式

4.1複製の再配置

前述のSC方式では､複製を記憶容量を越えて保持し

ようとした場合､その端末の位置においてｵﾘｼﾞﾅﾙ

所持位置がもっとも遠いﾃﾞ-ﾀを破棄してしまう｡こ

の場合､ﾈｯﾄﾜ-ｸ全体の複製の数は複製が生成さ

れてから､移動が準きるたびに減少していくという間
題が発生する｡そのためﾈｯﾄﾜ-ｸ全体のｱｸｾｽ

成功率は減少すると考えられる｡この間題を解決する

ために複製は複製配布範囲内に新たに作成される必要

がある｡つまり複製の再配置を行わなければならない｡

再配置の方針はｱｸｾｽを繰り返しているうちに､

SC方式を行った場合の複製が配置される状態になるよ

うにするものであるo具体的にはｱｸｾｽする場合に

もﾎｯﾌﾟｶｳﾝﾄを用いる方法をとる｡このときのﾎｯ
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図6再配置

ﾌﾟｶｳﾝﾄの値は複製を配布する時に使用するCcの

値とは異なる｡ｱｸｾｽ対象が通信できる端末にあっ

た場合､そのﾃﾞ-ﾀはｱｸｾｽ元まで転送されなけれ

ばならない｡そのとき､ 1ﾎｯﾌﾟでCα(ﾎｯﾌﾟｶｳﾝ

ﾄ)をｲﾝｸﾘﾒﾝﾄし､以下の処理を行う｡ Cαの初

期値は0である｡

1f(Camods==0&&dくr)

(複製を保存)

else if(返信ﾃﾞ-ﾀを受け取った移動体が複製を保存

している)

(複製を破棄する｡探索済みﾏ-ｸをつける〉
else

(探索済みﾏ-ｸをつける)

dは返信ﾃﾞ-ﾀを送信した移動体と返信ﾃﾞ-ﾀを受信

した移動体の位置間の距離であるo rは複製配布範囲

である｡図6に示す通り､再配置が行われると完全に

SC方式の状態に複製が配置されるわけではないとい

うことがわかる｡しかし､ｱｸｾｽ要求がある限り再

配置は行われる可能性があるので､ｱｸｾｽ頻度が高

いﾃﾞ-ﾀはﾈｯﾄﾜ-ｸ上に存在する確率が高くなる

と考えられる｡

4.2移動体の移動に伴う問題

SC方式ではﾃﾞ-ﾀｱｸｾｽ時にｱｸｾｽ対象の位置

を用いる｡そのためどの移動体も以前に情報が取得さ

れた位置からいなくなった場合､その位置に対するｱ

ｸｾｽ要求が失敗する可能性がある｡ SC方式では記憶

容量を越えて複製を保持しようとした場合はLRU法

と現在位置を用いて､最も遠い位置で取得されたﾃﾞ-

ﾀかつ最もｱｸｾｽされていないﾃﾞ-ﾀが破棄されるo

ﾃﾞ-ﾀを破棄する方法として次の2つが考えられる｡

●情報が取得された位置を基準とする

●情報が取得された位置を基準としない

情報が取得された位置を基準とする場合はLRU法と

現在位置を用いる場合であるoこの場合は位置を用い

たｱｸｾｽができなくなり､ﾌﾟﾛ-ﾄﾞｷﾔｽﾄでｱｸ

ｾｽする｡情報が取得された位置を基準しない場合は

LRU法のみ用いる場合である｡この場合もﾌﾟﾛ-ﾄﾞ

ｷﾔｽﾄでｱｸｾｽする｡位置を用いるｱｸｾｽ方法

ではﾌﾞﾛ-,ﾄﾞｷﾔｽﾄでｱｸｾｽする場合よりもｱｸ

ｾｽ時のﾎｯﾌﾟ数を減少できると考えられる｡よって

次の方法でｱｸｾｽを行う｡

2段階によるｱｸｾｽ1回目は位置に依存したｱｸ

ｾｽを行い､ 1回目が失敗したら､情報が取得された位

置を基準としないｱｸｾｽを行う｡具体的にはﾌﾞﾛ-

ﾄﾞｷﾔｽﾄによるｱｸｾｽを行う｡この方法では1回

目でﾋｯﾄしたら､ｱｸｾｽ時のﾒｯｾ-ｼﾞが少なく

て済み､ 2回目でとγﾄしたら､ｱｸｾｽ時のﾒｯｾ-

ｼﾞが多くなるがｱｸｾｽが成功する確率は高くなると

予想される｡

5Jおわりに

ｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜ-ｸにおける複製配布の-方式

としてSC方式を提案した｡この方式は複製配布時や

ｱｸｾｽ時に位置を用いる方式である｡また現在のSC

方式の間題点を解決する再配置方式や移動体の移動に

伴う問題を解決する方式を提案した｡今後は提案方式

が有効であることをｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝにより評価する

とともに新たな複製配布方式について検討する予定で

ある｡
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